
民俗芸能活性化推進事業費補助金（担い手支援事業）

各大学と調整を行い、ＣＳＬ（地域学実習）やボランティア等によ
り学生を派遣。また、県職員も担い手として参加。
○R6派遣実績（募集中含む）（R6.11現在）
　　　　　　　　　　：５市町10団体、40人（うち大学関係15名）

歴史文化財課
R７当初予算額：３,６０１千円

（一）３,６０１千円 
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■今年度の受入団体や参加者からは好評であったことから、基
本的な枠組みは継続。

【R7年度事業のポイント】
■大学のカリキュラムとも連携することで、大学に継続的に関わっ
ていただき、持続的な担い手形成の契機の創出や学生の参加者
拡大につなげる。
■今年度の受入団体に加え、新規受入団体を掘り起こすことで
参加者を増やし、取組の面的な拡大を目指す。

【予算の内訳】
　補助金：２,８１６（千円）
　　　　　　　学生や従業員が地域の民俗芸能の担い手として参　
　　　　　　　加する際に必要な旅費、バス等の借り上げ等に要す
　　　　　　　る経費の補助
　　　　　　　補助先：高知県文化遺産総合活用推進委員会
　　　　　　　補助率：定額
　事務費：７８５（千円）
　　　　　　
　　　　　　　
　

■令和元～３年度にかけて県が行った緊急調査の結果、確認できた981件のうち約４割（385件）が中断又は廃絶していることが判明。 
■過疎化や少子高齢化の進行に伴い、地域では「担い手」そのものが不足し、活動を続けたくても続けられない厳しい状況に直面。
■都市部の住民や学生の方々などの協力を募り、地域外人材による人的支援と現地における受入態勢の整備が必要。 
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・受入側のニーズが高い学生の参加者数の拡大
・参加者のさらなる拡大
・地域の自立に向けた継続的な参加の仕組みづくり　　　　　　　　
（中山間KPI：R6～R9→300人、R6→50人）

事業実施イメージ

4月～7月 8月～9月 1月～3月

事前準備・練習への参加、受入側・参加側との継続調整

祭り当日の参加
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受入団体及び大学等との調整
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